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高分子とくに二元共重合物の重合過程において生成される高分子の二種モノマーの組成と配列の制御,














示している｡ すなわち, この場合には活性化エネルギーの一次結合で表わされるある特性的な量 AE がア
イソタクティック ･ヘテロタクティック ･ シンヂオタクティックの組成比で表わされる関係式を導いた｡
これは高分解能核磁気共鳴吸収の測定から得られる量で, その温度依存性を調べることによって重合反応













マ トリックスをもとにして, これらの重合反応過程を 1つのマルコフ過程として取り扱う理論を提示し
た ｡
まず二元共重合物 (Ⅹ-Y ) の場合には, 生成高分子の二量体のモル比が遷移マ トリックスの固有値を用
いて表わされることを示し, それを用いてモノマー反応比が仕込比と二量体のモル比 Nxx/N, (N x y +





さらに申請者は立体規則性高分子に対して, この理論を適用し, 活性化エネルギ- のある一次結合で与
えられる特性量 Ae がアイソタクティック ･ - テロタクティック ･ シンヂオタクティックの組成比の簡単
な函数で与えられることを示し, 高分解能核磁気共鳴吸収の測定によって, この量を求めたとき, A E の
温度依存性を調べることによって次の3 つの場合に分類できることを示した｡ すなわち, Ae が零のとき
には新しく結合するモノマーは末端のモノマーによって規制されるいわゆる末端効果のある場合に相当し,
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